
 

 

 

 

 

１ 決算の概要 

⑴ 一般会計の収支 

歳入  1,265億3,300万円 （前年度比 ＋90億7,762万円（＋7.7％）） 

歳出  1,256億1,723万円 （前年度比 ＋85億5,078万円（＋7.3％）） 

実質収支    3億4,799万円 （前年度比 ＋ 2億4,098万円） 

※財政調整基金繰入金  22.7億円 （前年度比 ＋2.7億円） 

 

  【増減】 

   歳入： 市税      530.5億円 （前年度比 △ 3.2億円） 

         定額減税による個人市民税所得割の減、法人市民税の増 

       地方特例交付金  18.8億円 （前年度比 ＋14.5億円） 

        定額減税減収補塡特例交付金による増 

       国庫支出金   261.7億円 （前年度比 ＋49.5億円） 

          物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金による増、 

        クリーンセンター施設再整備本格化による整備補助の増 

   歳出： 人件費     201.1億円 （前年度比 ＋19.3億円） 

 給与改定による増、退職手当の増 

扶助費       383.8億円 （前年度比 ＋31.7億円） 

 物価高騰対策、障がい福祉サービス等による増 

建設事業      163.7億円 （前年度比 ＋ 6.5億円） 

        クリーンセンター施設再整備、小中学校校舎リニューアル事業による増 

       物件費     174.4億円 （前年度比 ＋14.6億円） 

        ふるさと納税経費、基幹系情報システム標準化の進捗等による増 

補助費等    118.4億円 （前年度比 ＋26.0億円） 

大泉寺地区企業用地の売買契約解除に伴う返還金による増 

    

⑵ 企業会計の収支 

   市民病院事業 純損失  9億9,744万円 

    物価高による材料費の増、給与改定による給与費の増など 

水道事業   純利益  1億8,443万円 

下水道事業  純利益    495万円 

 

 

 

令和６年度（2024年度）決算 
～健康で元気にいきがいを持ち、安心して暮らすことができるまちづくり～ 

資料１ 春日井市定例記者会見 



 

⑶ 一般会計の主な事業 “命と暮らしを守り、幸せを創る” 

 

〔防災・生活安全〕 

・小中学校体育館への空調設備導入準備           946万円 

  空調方式等検討調査（令和７・８年度整備予定） 

・避難所備蓄資材の充実                 2,368万円 

・浸水対策の推進                   3億5,186万円 

  坂下地区排水路整備 他 

・交通安全対策の推進                        4,044万円 

自転車用ヘルメット購入費補助、自転車通行空間整備  

 

〔健康福祉・子育て・教育〕 

・口腔衛生                       4,597万円 

  歯科健診、フッ化物洗口等 

・生活困窮者自立支援                  4,187万円 

  ひきこもり支援と就労準備支援の一体的実施、 

  子どもの学習・生活支援事業等 

・妊産婦支援                      3,753万円 

  妊婦及び新生児・未熟児訪問、母子保健オンライン相談、 

  産後ケア事業、産前・産後ヘルパー派遣等 

・保育園の整備                    9億7,688万円 

 （公立）牛山保育園大規模改修、味美保育園空調機更新等 

 （私立）新設２園の整備費補助 

・子どもの家の充実                   6,867万円 

  東高森台子どもの家整備、篠木子どもの家リニューアル 

・いじめ・不登校対策                  4,345万円 

  登校支援室の全中学校配置、メタバースを活用した支援等 

・小学校の水泳授業の充実                6,783万円 

  民間プールを活用した水泳指導 

・部活動指導                      1,590万円 

  地域クラブ活動（休日）の展開等 

・小中学校校舎等リニューアル事業           22億7,024万円 

    ４校（鳥居松小・味美小・篠木小・東部中）の工事実施 

  ２校（白山小・中部中）の実施設計 

２校（勝川小・西部中）の基本設計 

・給食材料費高騰対策                 3億3,089万円 

  小中学校、保育園等の給食費の負担軽減 

 

 

 



 

〔いきがい・市民活動〕 

・いきがいづくり・活動支援                1,403万円 

  かすがいいきいきアカデミー、かすがいいきいきポイント 

・鷹来公民館のリニューアル              2億1,570万円 

・区・町内会等活動支援                1億   27万円 

防犯灯電気料補助の補助率の引上げ等 

・屋外スポーツ施設の整備               4億3,710万円 

  中央公園グラウンド、前高グラウンドの改修 

 

〔都市基盤・産業・環境〕 

・ＪＲ高蔵寺駅周辺整備                  8,609万円 

  北口駅前広場基本設計、仮設自転車駐車場等整備 

・土地区画整理事業の推進               17億7,155万円 

  熊野桜佐・西部第一・西部第二  

・公園の再整備                      5,559万円 

  高森山公園改修実施設計、落合公園再整備基本設計  

・大泉寺地区企業用地売買契約解除に伴う返還金等    30億1,269万円 

・クリーンセンター施設再整備             42億9,520万円 

      第２工場基幹的改良（～令和８年度） 

 

〔行財政運営〕 

  ・デジタル化推進                     3,898万円 

  ＤＸ人材の育成、ＲＰＡ及びＡＩ－ＯＣＲの活用促進、 

ＢＰＲの実施等 

・書かない窓口の拡充                    382万円 

      異動届作成支援システム導入 

・市史編さん                       1,873万円 

  「新修 春日井市史」編さん 

 

 

 

  



 

２ 財政指標等 

⑴  全会計市債残高 
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※普通債には災害復旧債を含む 

    ※公共下水道事業は、平成28年度に特別会計から企業会計に移行 

 

 

⑵  将来負担比率  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ 企画経営部財政課 TEL 0568-85-6639 

企業会計 

特別会計 



 

 

 

 

１ 目 的 

介護を必要とする高齢者が増加する中、多様化する

介護ニーズへの対応及び質の高い介護サービスの提

供に必要不可欠である介護支援専門員を確保するた

め、介護支援専門員の研修受講料に対して補助金を交

付します。 

 

２ 概 要 

⑴ 補助対象 

市内の介護施設・事業所が負担する、従業者である介護支援専門員の法定研修※に係

る受講料 

※県内で実施する介護支援専門員及び主任介護支援専門員に係る資格取得又は有

効期間の更新に係る研修に限る。 

⑵ 補助額 

 受講料の50％（１事業所あたりの上限は100千円） 

 

３ スケジュール 

  令和７年10月 事業内容の周知 

令和８年１月 補助金交付申請受付 

   ～３月 補助金交付決定・交付 

 

４ 予算額 

2,000千円（100千円×20事業所） 

【財源】上記のうち４分の３にあたる1,500千円は愛知県からの補助金を活用 

 

５ 対象となる介護支援専門員法定研修 

・実務研修 ・専門研修 ・更新研修 ・再研修 

・主任介護支援専門員研修 ・主任介護支援専門員更新研修 

 

６ その他 

  県の補助金を活用して研修受講料の補助をしている自治体数（広域連合含む） 12 

（令和６年度末時点） 

 

 

問い合わせ 健康福祉部介護・高齢福祉課 TEL 0568-85-6921 

介護支援専門員（ケアマネジャー）研修受講料を補助 
～介護施設や事業所の経営的な負担を軽減します～ 

資料２ 春日井市定例記者会見 



 

 

 

 

１ 目 的 

ひとり親世帯等は、保護者が一人で生計維持と育児を担う必要があるため、就労収入

の増加を図ることが難しく、一般子育て世帯と比較して、エネルギーや食料品価格等物

価高騰の影響を特に大きく受けています。 

こうしたひとり親世帯等のこどもたちの健全な成長につなげるとともに、こどもたち

が、将来の夢や自立につながる活動や学習などに取り組むことができるよう、子ども福

祉手当の受給世帯の保護者に対し、給付金を支給します。 

 

２ 概 要 

⑴ 支給対象者 

・令和７年11月分の子ども福祉手当の受給者（所得要件等により手当が支給停止とな

っている者を除く） 

・支給対象者数（見込み） 2,000人 

⑵ 対象児童 

・令和７年11月分の子ども福祉手当の受給者に養育される、当該手当の額の算定対象

となる児童 

・対象児童数（見込み） 2,850人 

⑶ 支給額 

対象児童１人当たり10,000円 

⑷ 支給時期 

令和７年12月下旬を予定 

 

３ 予算額 

29,295千円 

 

４ その他 

・申請不要です。 

・こどもの発達や将来の自立に向けた相談、継続的な支援が必要な場合には、母子・父

子自立相談（こども家庭支援課内0568-85-6208）等の相談窓口で対応します。 

 

 

問い合わせ こども未来部子育て推進課 TEL 0568-85-6151 

歳出内訳 
事業費  28,500千円（＠支給額10,000円×対象児童数2,850人） 

事務費    795千円 

財  源 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金  29,295千円 

ひとり親世帯等のこどもの未来応援臨時給付金を支給 

～物価高騰の影響が大きいひとり親世帯等のこどもの成長を支援します～ 

資料３ 春日井市定例記者会見 



 

 

 

 

１ 目 的 

物価高騰の影響を受けながらも、児童に対して安定的な給食を実施している市内の私

立保育園等を設置する者の負担を軽減するため、給食材料費の増額分に対する補助を実

施します。 

 

２ 概 要 

⑴ 対象園 

46園（私立保育園24園、幼保連携型認定こども園７園、小規模保育園15園） 

⑵ 対象期間 

令和７年７～９月分 

（夏季休業を定めている認定こども園の場合、夏季休業期間に代えて６月分を対象

期間にすることができる。） 

⑶ 補助金額 

利用児童１人当たり１食100円 

 

３ 予算額 

18,507千円 

（内訳）100円×延べ185,070人（月平均61,690人×３月） 

【財源】 

保育所等給食費軽減対策支援金（県費）12,338千円（補助割合 県２／３） 

市負担分については、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用予定 

 

４ 過去の実績 

令和６年度 

利用児童１人当たり１食100円を補助（４～９月） 

利用児童１人当たり１食110円を補助（10～３月） 

対象園42園（私立保育園21園、幼保連携型認定こども園６園、小規模保育園15園） 

対象児童 延べ642,133人分 

補助金額 67,420,110円 

 

 

問い合わせ こども未来部保育課 TEL 0568-85-6202 

 私立保育園等の給食材料費の増額分を補助 
～食材費高騰に対して私立保育園等の負担を軽減します～ 

資料４ 春日井市定例記者会見 



 

 

 

 

１ 目 的 

児童の学習の場である特別教室の安全で快適な学習環境を確保するため、授業で利用

する特別教室（理科室、家庭科室、図工室、書道室）に空調機の設置を進めます。令和

８年度に整備する予定であった学校については、スケジュールを加速させ令和７年度に

整備します。 

なお、整備にあたっては、国の学校施設環境改善交付金を活用します。 

 

２ 概 要 

特別教室の空調機は、令和６年度までに７校（鷹来、牛山、神領、山王、小野、八幡

及び鳥居松小学校）で設置が完了しています。今年度に予定していた13校の設置に加え、

今回の補正予算でさらに13校で追加設置します。残りの４校（味美、篠木、白山及び勝

川小学校）については、リニューアル工事に併せて設置します。 

 

３ スケジュール 

年度 設計 工事  年度 設計 工事 

令和７年度 13校 ① 13校 ② 令和７年度 13校 ① 26校 ②③ 

令和８年度 ― 13校  

※ 〇付き数字は、４ 予算額に対応 

 

４ 予算額 

① 令和７年度当初予算 設計委託料 26,000千円 

② 令和７年度繰越明許 監理委託料  6,500千円 工事請負費 582,000千円 

③ 令和７年度補正予算 監理委託料  7,800千円 工事請負費 588,000千円 

※ ②、③に対して国の交付金124,242千円を活用する見込み 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ 教育委員会事務局教育総務課 TEL 0568-85-6776 

小学校特別教室への空調機の整備を加速 
～暑さ対策により教育環境の向上を図ります～ 

資料５ 春日井市定例記者会見 



 

 

 

 

１ 目 的 

本市の取組みを全国に発信し、共感していただいた方に寄附を通じて、本市の事業を

応援していただくため、本市で初めて３つの事業でクラウドファンディング型ふるさと

納税を実施します。 

 

２ 概 要 

⑴ 申込期間 

令和７年10月７日（火）～令和８年１月４日（日） 

 ⑵ 申込方法 

 ふるさとチョイスホームページから 

 ⑶ その他 

  ・寄附金は、ふるさと納税の対象となるので、税制上の優遇を受けることができます。 

（寄附金額のうち2,000円を超える部分について、前年の所得に応じて、一定の金額ま

で所得税と住民税が控除されます） 

   

３ 実施事業（目標金額：それぞれ100万円） 

 ⑴ 書のまち春日井発信事業 

本市は、書の三蹟の一人である小野道風公の生誕地

と伝承されており、書道が盛んなまちです。毎年開催

している「小野道風公奉賛全国書道展覧会（通称：道

風展）」（今年度の開催期間：10月26日～11月３日）に

は、小学生から高齢者まで幅広い年代の力作が全国か

ら集まってきます。 

   書道という伝統文化の魅力をより多くの方に知っ

ていただき、関心を持っていただくきっかけづくりと

して、道風展を市だけではなく、全国の書道を嗜む方

や愛する方の支援を頂きながら開催していきます。 

  ※開催期間外の寄附についても、展覧会の開催費用に充当 

 

春日井市初！クラウドファンディング型ふるさと納税を導入 
～本市の取組みを全国に発信します～ 

資料６ 春日井市定例記者会見 



 ⑵ 子どもの学習・生活支援事業（実施期間：通年） 

   本市では、平成29年度から生活困窮世帯の中学生を対

象に、学習意欲を高め、学力の向上を図ることを目的とし

て学習支援を実施しています。また、安心できる居場所づ

くりや、多様な交流活動・生活体験を提供するとともに、

保護者への相談支援などこどもの将来の自立に向けた包

括的な支援を行っています。 

   事業の利用を希望するすべてのこどもに学習機会を提

供するため、近年事業を拡大してきました。 

   こどもたちの将来が、経済状況や家庭環境によって左右されることがなく、すべて 

のこどもに学習の機会を提供し、多様な体験や交流を通じて、生きる力を高め、こど

もの将来の夢や希望の実現を応援します。 

 

 ⑶ 飼い主のいない猫の去勢・避妊手術費補助事業（実施期間：通年） 

本市では、飼い主のいない猫の繁殖を抑えるとともに、

発情期の鳴き声など人を不快にさせてしまう行動を防止

するため、その去勢・避妊手術に補助金を交付しています。 

また、地域の方々の理解と協力を得てボランティアの皆

さんが実施している「地域猫活動」は、飼い主のいない猫

の去勢・避妊手術と手術後の適正な管理を行う活動で、地

域の環境美化にも貢献しています。 

この事業を実施することで、地域猫活動を支援し、「人

と猫が共生できるまちづくり」を推進します。 

 

 

問い合わせ 

書のまち春日井発信事業 

いきがい創生部文化スポーツ振興課 TEL 0568-85-6079 

   子どもの学習・生活支援事業 

    健康福祉部地域共生推進課 TEL 0568-85-6364 

   飼い主のいない猫の去勢・避妊手術費補助事業 

    環境部環境保全課 TEL 0568-85-6279 



 

 

 

 

１ 目 的 

市公式LINEで、市民のニーズに応じた情報を的確、かつ、継続的に届けるため、あら

かじめ登録した日付に合わせた情報を配信する機能を追加します。 

 

２ 概 要 

妊婦は出産予定日を、子育て世帯はこどもの生年月日を登録することで、妊娠週数や

こどもの月齢に応じたアドバイスを始め、健診や予防接種等の情報を的確に受信できる

ようになります。 

⑴  配信する内容 

・妊娠期や育児に関するアドバイス 

・健診、予防接種、教室の案内 等 

 ⑵ 利用開始日 

   令和７年９月１日 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

３ LINEを活用することのメリット等 

⑴ プッシュ配信することで、登録者は自ら 

問合せや検索等を行うことなく、必要な 

情報を手軽に取得できるようになります。 

これまでにも、防災や環境、ごみ等の市 

政情報を配信しており、登録者の利便性が 

高まります。 

⑵  メニューや機能については、今後も随時、見直しや追加・更新をする予定です。 

 

問い合わせ 企画経営部広報広聴課 TEL 0568-85-6037 

市公式ＬＩＮＥで子育てを応援 
～妊娠週数やこどもの成長に合わせた情報をタイムリーに配信します～ 

資料７ 春日井市定例記者会見 

受信設定イメージ 

▲ 市公式 LINE メニュー 

・ 

2026 

2 

11 

2024 

10 

8 

５人まで登録可 



 

 

 

 

１ 背 景 

スタートアップ推進事業については、令和５年９月に市、春日井商工会議所及び中部

大学の３者で締結した「スタートアップの推進に関する連携協定」に基づき、市内事業

者とスタートアップ企業との共創を促進していけるよう、積極的にマッチングを提案す

る「イノベーションプロモーター」を設置し、共創の創出をめざすとともに、本取組の

発信を通じて、市内事業者の改善・変革意識の醸成につなげることに取り組んでいま

す。 

 

２ 内 容 

本取組において３回目となる交流会で、初のリバースピッチを行います。 

リバースピッチとは、スタートアップなどの他の企業に向けて、企業が自社の課題や

求めるイノベーションについてプレゼンを行うものです。スタートアップの技術や新た

なサービス・視点を取り入れたオープンイノベーションにより課題解決を図る取組です。 

株式会社大垣共立銀行のオープンイノベーション創出支援拠点「OKB SCLAMB」との共

催で開催します。 

 

３ 日時及び場所 

⑴ 日時 令和７年９月４日（木）午後３時から５時まで 

⑵ 場所 ネクシティパレッタ（勝川町７丁目37番地） 

⑶ 登壇企業（４社） 川崎重工業株式会社、太平洋工業株式会社 

          ナビエース株式会社、株式会社ホテルプラザ勝川 

⑷ 主催（４者共催） OKB SCLAMB、春日井市、春日井商工会議所、中部大学 

 

４ 実 績 

第１回交流会 令和７年５月22日開催（会場：ネクシティパレッタ） 

登壇者：スタートアップ企業５社 参加者：30社・42名   

第２回交流会 令和７年７月11日開催（会場：なごのキャンパス） 

参加者：34社・45名 

 【マッチング実績】23件（令和７年５月22日から８月25日） 

 

 

問い合わせ 産業部経済振興課 TEL 0568-85-6246 

第３回スタートアップ交流会を開催 
～地域の企業の課題をスタートアップ企業が解決に導きます～ 

資料８ 春日井市定例記者会見 



 

 

 

 

１ 目 的 

妊婦さんが安心して出産を迎えられるよう、かすがいシティバスを利用した妊婦健診

の受診やパパママ教室への参加、また、日常生活のお出かけなど、子育て世帯へのさら

なる支援のため、マタニティカード保有者の運賃を無料にします。 

 

２ 概 要 

⑴ 適用開始日 

 令和７年10月１日（水） 

⑵ 対象者 

市内に住民票がある妊婦でマタニティカード※保有者 

※10月以前に発行したマタニティカードも対象 

 ⑶ 対象バス 

   かすがいシティバス（北部オンデマンドバス含む） 

 

３ その他 

 ⑴ マタニティカードによる運賃割引は平成26年度から実施 

⑵ 現行（令和７年９月まで）のかすがいシティバス・北部オンデマンドバス運賃 

区分 大人 
小人 

（小学生） 

高齢者 

（75歳以上） 

免許 

返納者 
妊婦 

障がい者と 

付添人１名 
未就学児 

運賃 200円 100円 100円 無料 

    

 

 

 

 

 

 

 ＜マタニティカード＞ 

・母子健康手帳交付時にカードを交付（有効期限は分娩予定日の翌月末まで） 

・バス降車時に、運転士にマタニティカードを提示 

    

問い合わせ まちづくり推進部都市政策課 TEL 0568-85-6269 

マタニティカード保有者の運賃を無料化 
～かすがいシティバスによる妊婦のお出かけを支援します～ 

資料９ 春日井市定例記者会見 

 



 

 

 

 

１ 目 的 

「文化と融和のふるさとづくり」を進めるた

め、世代や地域を超えて幅広く市民が交流し、感

動を共有するとともに、まちににぎわいと活気が

あふれる市民参加のまつりを開催します。 

 

２ 概 要 

⑴ 開催日時 

令和７年10月18日（土）、19日（日）午前10時～午後４時 

（前 夜 祭）10月17日（金） 午後６時30分～午後８時30分（予定） 

（宵まつり）10月18日（土） 午後６時～午後８時（予定) 

⑵ 会場 

市役所庁舎及びその周辺 

（前夜祭：市民会館、宵まつり：文化フォーラム前メーンステージ） 

 

３ トピックス 

⑴ 前夜祭 

毎年、多くの皆様にお楽しみいただいている前夜祭ですが、今年度は、石川さゆり

さんのアコースティック・コンサートを開催し、来場者の皆様に美しい歌声と感動の

ひとときをお届けします。 

（前夜祭の実績） 

年 度 開催日 内 容 

令和５年度 10月20日 世良公則（KNOCK KNOCK 2023 with 渡辺美里＆NAOTO） 

令和６年度 10月18日 よしもとお笑いライブ in 春日井 

⑵ パレード 

昨年までの道風平安朝行列を「パレード ザ☆道風 ～平安から紡(つむ)がれる書

の伝統～」としてリニューアルし、書のまち春日井をさらにＰＲします。 

 

４ 実 績 

年 度 開催日 備 考 

令和４年度 10月15、16日 コロナ感染症対策をして３年ぶりに開催 

令和５年度 10月21、22日 市制80周年記念事業として実施 

令和６年度 10月19、20日 メーンステージにおいて松井珠理奈さんが登場 

 

問い合わせ 市民生活部市民生活課 TEL 0568-85-6622 

第49回春日井まつりを開催 
～秋の春日井に「楽しい」があふれます～ 

資料10 春日井市定例記者会見 

第48回春日井まつりフィナーレの様子 



 

 

 

 

１ 目 的 

 コンビニ交付サービスについて「操作に自信が

ない」「窓口の方が安心」と感じる方々にも、安

心して利用いただくため、戸籍住民課待合付近に

コンビニと同様の交付サービスの機器を設置し

ます。 

職員から操作のレクチャーを受けながら、実際

に証明書を取得し、その便利さ・手軽さを感じて

いただき、次回以降、近所のコンビニでの交付を

促します。 

 

２ 概 要 

⑴ コンビニ交付サービス 

コンビニ交付サービスは、朝も夜も休日も、全国のコンビニで、マイナンバーカー

ドを利用して、住民票・印鑑証明書・戸籍証明書・所得課税証明書が取得できる、と

ても便利なサービスです。 

より多くの方にコンビニ交付サービスを利用いただき、交付場所を分散することで、

市役所や出先機関の窓口の混雑解消を図ります。 

⑵ コンビニ交付100円引きを併せて実施 

「コンビニでの証明書100円引き」を令和７年４月から実施しており、すでに延べ３

万人以上の方が、コンビニ交付サービスを利用されています。今回設置する機器での

交付も100円引きの対象です（令和９年３月末まで）。 

 

３ 日時及び場所 

⑴ 日時 

 令和７年９月１日（月）から 

戸籍住民課の証明窓口開設時間（平日午前８時30分～午後５時）に利用可能 

⑵ 場所 

   市役所１階 戸籍住民課前待合付近 

 

４ 予算額 

2,450千円（初期導入費用） 

 

 

問い合わせ 市民生活部戸籍住民課 TEL 0568-85-6138 

コンビニに設置してある住民票交付機器を市役所に設置 
～市役所でコンビニ交付サービスを体験できます～ 

資料11 春日井市定例記者会見 



 

 

 

 

 

１ 目 的 

ヤングケアラーとして悩みを抱えるこどもは、自分からＳＯＳを発信することが難し

いことから、個人を把握できる方法で調査を行い、直接面談等をすることで個別具体的

な支援につなげられるため、ヤングケアラー実態調査サイトで記名式（任意）のヤング

ケアラー調査を実施します。 

 

２ 概 要 

 ⑴ 対象者   市内すべて（私立を含む）の小・中・高校に通うこども 

 ⑵ 実施期間  小・中学生：令和７年９月から実施予定 

         高校生  ：令和７年12月から実施予定 

 ⑶ 内容 

  ア こども自身が自ら担う家事の内容や頻度を答えることで、感じている負担感を自

覚してもらい、面談につなげます。 

イ アンケートに先立ち、こどもがサイト内で表示される動画を視聴することで、悩

みを抱えるヤングケアラーがいることへの理解を深めます。 

ウ 設問に答えることで、こども自身がヤングケアラーとは何かの理解を深めます。 

  エ 悩みを伝えられる相談先として、本市を始めとする、電話・オンライン・面談の

各相談先を案内します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ その他 

本調査の実施に合わせて、こどもにヤングケアラーの啓発カードを配布します。 

昨年度は、ヤングケアラーチェックサイトを公開し、無記名によるアンケートを実施

したほか、市内小中高生に消しゴムを配布するなどの啓発を併せて実施しました。 

 

 

問い合わせ こども未来部こども家庭支援課 TEL 0568-85-6229 

ヤングケアラー調査を記名式で実施 
～こどものＳＯＳを掴み、支援につなげます～ 

資料12 春日井市定例記者会見 



 

 

 

 

１ 内 容 

 古くから人は、後の世まで永く残したいことを、石に刻したり金属に鋳込んだりして記

録してきました。石に刻した文字を石文、金属に鋳込んだ文字を金文といい、あわせて金

石文と言います。 

 本展では、日本の金石文に焦点を当て、仏像の背に刻された造像の由来や故人の墓誌、

名刹の門の扁額や灯台に鋳込まれている銘など、刻されて残されてきた、日本を代表する

金石文を優れた拓本でご紹介します。 

 拓本は、実物を見てもなかなか分からない部分までを写し取ります。ぜひゆっくりと鑑

賞し、文字の表情を読み取って日本金石の魅力を感じていただきたいと思います。 

 

２ 見どころ 

例えば、法隆寺釈迦三尊像の光背に刻されている文字や神護寺の鐘に鋳込まれている文

字は、普段、実物を目にすることはできないうえに、見ることができても文字がくっきり

とは見えないことがあります。しかし、拓本であれば、実物ではわかりにくい書きぶりや、

刻した人、書いた人の息づかいまで見ることができます。古代の日本人が後の世に伝える

ために残した書を、じっくりと味わっていただけます。 

 

３ 概 要 

⑴ 会期   令和７年９月５日（金）～10月19日（日） 

⑵ 開館時間 午前９時～午後４時30分 

⑶ 休館日  月曜日（祝休日の場合は翌日） 

⑷ 観覧料  一般500円、 高校・大学生300円、 中学生以下無料 

 

４ 講演会 

⑴ 日時  令和７年９月28日（日）午後１時30分～３時 

⑵ 演題  「日本金石文拓本から見る書法と真偽」 

⑶ 講師  伊藤滋氏（岐阜女子大学特任教授。碑
ひ

拓本
たくほん

研究者） 

⑷ 会場  道風記念館２階 会議室 

⑸ 聴講料 無料（ただし観覧料が必要です。） 

⑹ 定員  70名（抽選） 

⑺ 申込み ９月12日（金）までに、市ホームページからか、電話で 

 

問い合わせ いきがい創生部道風記念館 TEL 0568-82-6110 

道風記念館 特別展「刻された古代日本の書」を開催 
～日本を代表する金石文を優れた拓本で鑑賞できます～ 

資料13 春日井市定例記者会見 









   

 

 

 

１ 目 的 

国際的に活躍する春日井市出身の音楽家を市民に紹介し、市の音楽文化のさらなる発

展の起爆剤とするべく企画したのが本公演です。春日井市出身の園田隆一郎氏は、シン

フォニー、オペラの両分野で国際的に活躍する指揮者です。小学校から高校までを春日

井で過ごし、東京藝術大学指揮科へ。同大大学院修了後はローマへ留学し、研鑽を積み

ました。岩成台西小の鼓笛隊として春日井まつりのパレード行進にも参加。本公演の会

場となる春日井市民会館は、園田さんが初めてオーケストラを聴いた思い出のホール。

「喜びを抱き、さわやかで元気の出る演奏をお届けします。」と意気込んでいます。 

演奏は、春日井市出身で神奈川フィルハーモニー管弦楽団首席クラリネット奏者/亀

居優斗、今年６月に春日井市東部市民センターでクラシックコンサートを行って好評を

得た元NHK交響楽団首席ホルン奏者/福川伸陽、セントラル愛知交響楽団などを経て現在

NHK交響楽団首席ファゴット奏者/宇賀神広宣、愛知室内オーケストラ首席オーボエ奏者

/山本直人、そして名古屋出身でミュンヘン国際コンクールで日本人初優勝のチェロ奏

者/佐藤晴真という豪華な５

人の奏者と、平均年齢が30歳

代と若く、活力に満ちた次世

代のオーケストラとしても注

目を浴びている愛知室内オー

ケストラの共演となります。 

 

２ 概 要 

⑴ 日時・場所 

  令和７年９月28日（日）午後３時 

春日井市民会館 

⑵ 出演 

園田隆一郎（指揮）、佐藤晴真（チェロ）、山本直人（オーボエ）、亀居優斗（クラリ

ネット）、福川伸陽（ホルン）、宇賀神広宣（ファゴット）、愛知室内オーケストラ  

⑶ 曲目 

  モーツァルト：歌劇「劇場支配人」序曲 

ハイドン：チェロ協奏曲 第１番 ハ長調 Hob.VIIb:１ 

モーツァルト：管楽器のための協奏交響曲 変ホ長調 K.297b 

モーツァルト：交響曲 第35番 ニ長調 K.385「ハフナー」 

⑷ 入場料（別紙） 

 

資料14 春日井市定例記者会見 

「園田隆一郎指揮 愛知室内オーケストラ 春日井特別演奏会」を開催 

～春日井市出身のマエストロが地元に初登場します！～ 

～します～ 



３ 18歳以下の小・中・高校生を無料でご招待 

本公演は、令和７年度文化庁劇場・音楽堂等における子供舞台芸術鑑賞体験支援事業

として採択されました。それにともない、18歳以下の方（未就学児を除く）で、200名を

先着で無料招待します（申込受付中※先着順）。なお、同伴の保護者は、一般価格の半額

でチケットをお求めいただけます。  

 
 

 

主催・問い合わせ かすがい市民文化財団 TEL 0568-85-6840 






